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中田　壽國

町
指
定
の
文
化
財
の
管
理

環
境
に
対
す
る
取
り
組
み

地
元
の
要
望
を
聞
く

民
俗
資
料
・
出
土
品
の
整
理

民
俗
資
料
・
出
土
品
の
整
理

地
元
の
要
望
を
聞
く

中
田
　
町
内
の
各
地
域
に
貴

重
な
郷
土
の
古
い
歴
史
の
あ

る
民
俗
資
料
、
古
文
書
等
が

自
主
的
に
収
集
保
管
さ
れ
て

い
る
。

　
町
民
が
郷
土
の
歴
史
を
知

る
う
え
で
重
要
な
資
料
で
あ

る
。
行
政
が
責
任
を
持
っ
て
、

空
建
物
・
部
屋
を
利
用
し
、

郷
土
資
料
館
と
し
て
整
理
、

陳
列
、
配
置
し
見
学
で
き
る

よ
う
に
す
る
こ
と
に
つ
い
て

伺
う
。

教
育
長
　
旧
岸
本
町
で
収
集

し
た
民
俗
資
料
は
教
育
文
化

会
館
に
、
旧
溝
口
町
で
収
集

し
た
も
の
は
旧
日
光
小
学
校

体
育
館
に
保
管
、
展
示
し
て

あ
る
。
ま
た
、
二
部
地
区
の

も
の
は
二
部
小
学
校
に
保
管

し
て
あ
っ
た
が
、
今
回
、
二

部
小
学
校
改
修
に
伴
い
、
現

在
、
一
時
的
に
二
部
の
集
会

所
に
移
動
、
保
管
し
て
あ
る
。

こ
の
資
料
の
保
管
、
展
示
場

所
に
つ
い
て
は
、
文
化
財
保

護
審
議
会
の
意
見
や
地
元
の

要
望
等
を
聞
き
検
討
し
た
い
。

　
今
後
は
、
教
育
委
員
会
を

主
体
に
、
文
化
財
保
護
審
議

会
や
地
元
の
協
力
を
得
て
、

台
帳
や
リ
ス
ト
を
作
成
し
、

整
理
を
進
め
た
い
。�

���

中
田
　
本
町
に
は
国
指
定
重

要
文
化
財
を
は
じ
め
十
三
件

の
文
化
財
が
指
定
さ
れ
て
い

る
。
文
化
財
は
貴
重
な
財
産

で
あ
り
、
観
光
資
源
で
も
あ

る
。
し
か
し
、保
存
、管
理
が

不
十
分
で
あ
る
。
維
持
管
理

費
の
投
入
と
案
内
板
等
を
設

置
す
る
こ
と
に
つ
い
て
伺
う
。

教
育
長
　
指
定
さ
れ
た
文
化

財
に
は
全
て
案
内
板
又
は
標

柱
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
し

か
し
、
老
朽
化
し
て
お
り
、

新
た
に
設
置
又
は
、
改
修
す

る
必
要
が
あ
る
と
思
う
。

　
今
後
、
よ
り
一
層
文
化
財

が
住
民
の
皆
様
に
身
近
な
も

の
と
な
る
よ
う
努
め
た
い
。

�

中
田
　
六
月
は
環
境
月
間
で

あ
る
。
本
町
の
環
境
に
対
す

る
取
り
組
み
が
大
変
に
遅
れ

て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

鳥
取
県
に
お
い
て
も
、
エ
コ

イ
ベ
ン
ト
、
地
球
温
暖
化
防

止
フ
ォ
ー
ラ
ム
等
行
わ
れ
て

い
る
。
町
と
し
て
一
斉
清
掃
、

ポ
イ
捨
て
禁
止
運
動
等
の
取

り
組
み
の
実
施
と
懸
垂
幕
に

よ
る
啓
発
等
を
行
う
こ
と
に

つ
い
て
伺
う
。

町
長
　
本
町
に
お
け
る
環
境

美
化
活
動
と
し
て
、
環
境
美

化
促
進
地
区
に
お
い
て
清
掃

活
動
や
大
山
の
一
斉
清
掃
を

行
っ
て
お
り
、
多
く
の
皆
様

の
参
加
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

七
月
二
日
に
日
野
川
の
一
斉

清
掃
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

　
美
化
意
識
の
啓
発
に
つ
い

て
、
多
く
の
町
民
に
周
知
で

き
る
よ
う
、
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
や
広

報
を
活
用
し
て
い
る
。

　
懸
垂
幕
に
つ
い
て
は
、
現

在
、
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
、
広
報
等
に

よ
る
啓
発
に
努
め
て
お
り
行

政
経
費
削
減
の
た
め
理
解
を

賜
わ
り
た
い
。

（10）

伯耆町議会だより第6号

「伯耆町の民俗資料」（岸本教育文化会館）


